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はじめに 

 

本消防組合では、平成 24 年度に若年職員の増加による消防力の低下を防ぐため、職員の

知識・技術・経験等を組織として、統一的に指導・育成する体制の構築を目的に「新人職員育成

マニュアル」を策定し、新人職員の育成に取り組んでいるところです。 

その後、令和６年３月に策定した「枚方寝屋川消防組合 人材育成基本方針」では、採用年齢

の多様化や個人のキャリア形成の重要性の高まりなどの情勢を受け、各担当の活性化と 

キャリア形成を目的として、基礎研修期間を短縮する方針を示しています。この方針を受け、

今回改訂した新人職員育成マニュアルでは、基礎研修期間をこれまでの２年間から１年間

に短縮することを定め、限られた期間の中で新人職員と指導者の双方が、より効率的かつ 

効果的に人材育成を進めることができるよう大幅な見直しを行ったものです。 

今回の改訂では、基礎研修期間の短縮に伴い、履修項目の見直しも行っており、見直しに

あたっては、消防組合の組織体制の在り方検討委員会 調査・研究チームに履修項目の精査

や改善点の整理を依頼し、消防長へ提言いただいた内容を基本として関係各課と調整し、 

作成したものです。 

また、上記の人材育成基本方針では、「共育」を理念として掲げています。これは、「人材育成

は、新人職員や若手職員に限ったものではなく、すべての職員にとってそれぞれの部署や役

職において必要となるもので、指導を受ける側だけでなく、指導する側にも学びや気付きが

あり、双方の成長に繋がるものである」という意味が込められています。 

この新人職員育成マニュアルを活用し、新人職員の指導・育成を通して、指導者側も自身

の更なる成長に繋がるものであるという意識を持って、人材育成に取り組んでいただきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

Challenge 

（挑戦） 

 常に改善や革新を目指し、主体的に物事を 

捉え、さまざまな課題に意欲的に挑戦する職員 
Professional 

（プロ意識） 
 消防職員として高いプロ意識を持ち、使命感や

向上心を持って職務に取り組む職員 
Respect 

（尊敬） 
 互いの人格と尊厳を尊重し、仲間とともに成長

できる職員 
 

めざすべき職員像 

Grow Together 

 共育  

～ ともに学び成長する ～ 

理 念 

参考： 枚方寝屋川消防組合 人材育成基本方針 

（令和６年３月策定）から抜粋 

１  

http://js10gw/scripts/dneo/z.exe?1tt5idn61bgj


 

 

１ 準備（配属前） 

  新人職員は、消防職員としての実務につくにあたり、期待とともに少なからず不安を抱いて 

実務につくことになります。そのため、まずは職場としてしっかりと受入準備を整えることで、

少しでも不安を軽減し、スムーズに実務に入れるように準備を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 受入（配属初日～） 

  不安や緊張を和らげ、職場環境に馴染み、スムーズに仕事に取り組むことができるよう、 

積極的に話しやすい雰囲気を作った上で、実務に従事できるよう指導を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 新人職員が使用する机、ロッカー、防火衣の保管場所等の明示、清掃 

（きれいに掃除した状態で引き継ぐことで、職場に歓迎されていると感じ、１人の職員としての 

自覚や意欲の向上に繋がります）  

□ 基本的な仕事の流れや業務等に関するメモの作成 

（１日の基本的な流れなど、仕事の流れや全体像がイメージしやすいようなメモ等をあらかじめ 

用意してあげることで、仕事のリズムを掴みやすくなります） 

□ 資器材等の引き継ぎ、受け渡し 

（ヘッドアップライトや業務に関する資料など、引き継ぐ必要がある資器材等については、前任者 

から確実に引き継ぎ、新人職員に渡してください） 

□ 指導体制（指導管理者、指導責任者、指導担当主任者、指導担当補助者）の決定と役割の確認 

（役職等に応じ、指導体制を決定し、新人職員の指導・育成における位置づけと役割（P５参照） 

を把握した上で指導にあたってください）  

□ 指令から出動までの動きや基本的な現場の動きの確認 

（現場対応が最優先であるため、指令～装備の着装～施錠管理～車両乗り込み、火災や PA 

連携出動時の車内準備や現着後の役割など、特に初動の動きを重点的に説明してください） 

□ 車両積載資器材の確認 

（使用頻度の高い資器材から積載位置・使用方法等を指導してください） 

□ 庁舎の案内 

（庁舎内の配置、備品の保管場所、機器の使用方法等、早く職場環境に慣れ、業務等に集中でき 

るよう指導してください） 

□ 消防担当の業務の概要の説明 

（消防担当が出動する災害種別や業務内容、業務予定、事務処理等について指導してください） 

□ 指導体制（指導管理者、指導責任者、指導担当主任者、指導担当補助者）の説明と計画の作成 

  （新人職員の指導に携わる職員とそれぞれの役割を説明し、指導体制を明確にした上で、 

新人職員OJT推進表（様式－３）に基づき、初月分の計画を作成してください） 

 

※ 現場の初動、勤務環境、業務内容など、優先度の高いものから順に指導してください。 

第１章 新人職員の受入（準備～受入～配属後１か月） 

 

２  



３ 配属後１か月 

  配属から概ね１か月が経過し、少し職場や仕事にも慣れてきた時期に、ヒアリングの機会を

設け、今後の目標や課題の整理などについて話し合い、２ヶ月目以降の成長をサポートしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 仕事をする上で感じている問題点や悩み事の確認 

（配属後の１か月間で感じた問題点や悩み事など、些細なことでも話してもらい、改善に向けた 

アドバイスや適切な目標や課題の設定等について指導してください） 

□ 勤務姿勢等についての指導、アドバイス 

（勤務姿勢、言葉遣い、態度、身だしなみ、非番・週休での行動など、気になることがあれば、些細 

なことでも指導やアドバイスを行い、できる限り早期に改善を図るように努めてください） 

□ 個人の把握 

（趣味、経歴、性格などについては、普段の会話を通して把握していただけるかもしれませんが、 

健康状態や仕事に影響を与える可能性があるようなプライベートの悩みや問題があれば話を聞

いて把握するようにしてください） 

□ その他 

  （高校を卒業したばかりの１８歳から社会人で１０年程度の勤務経験を持つ３３歳まで、様々な 

経歴や背景を持つ新人職員が入職しますので、職場内外のことを問わず、素朴な疑問など、話を

聞いてあげてください） 

 

※ ヒアリング等を実施する際は、課長補佐が新人職員と１対１で、他の職員がいない環境で行うこ

とを基本とし、ヒアリング開始時に「見聞きしたことは不利益になるような取扱いはしないこと」

をあらかじめ新人職員に伝え、安心して話しやすい雰囲気を作るよう心掛けてください。 

デリケートな内容に関しては、情報の取扱いは十分注意してください。 

３  



 

 

１ 指導の心得 

  本マニュアルの冒頭でも述べたように、本消防組合では人材育成の理念として「共育」を掲 

げています。新人職員の指導・育成を通して、指導者側も自身の指導方法のスキルアップや 

知識・技術のレベルアップに繋げることを意識するとともに以下の内容を念頭に置いた上で

指導にあたってください。 

 

(1) 優先度の高いもの、理解しやすいものから順に指導する 

    現場活動や業務を行う上で優先度の高いもの、理解しやすいものから優先的に指導し

てください。できることを増やし、積み重ねることで、自分の成長を実感し、自信と仕事に

対する意欲を向上させるよう心掛けてください。 

 

(2) しっかりと説明し、納得させる 

    方法や形を伝えるだけでなく、根拠・理由・必要性なども含めて説明し、経験等に基づく

ポイント等も併せて指導することでより理解が深まります。 

 

(3) 説明だけでなく、実際にやって見せる 

    「百聞は一見にしかず」の言葉にあるように、説明だけでなく、実際にやって見せてあげ

ることでより理解が深まります。 

 

(4) 計画性と一貫性をもって指導する 

    履修項目の指導にあたっては、思いつきや場当たり的に行うのではなく、計画的に進め

ることを意識してください。新人職員OJT推進表（様式－３）に基づき、計画を立て、指導 

を受ける側も計画に対する事前学習等を行うことでより理解が深まります。 

また、一貫性を持った指導を行えるよう、指導者側も計画に基づいて十分に事前準備

を行ってください。 

 

(5) 理解力や能力には個人差があるため、他者との比較はしない 

    「〇〇係員はこうだった」など、過去の新人職員等、他者との比較を行うのではなく、 

一個人の成長の推移を見るという視点で指導を行ってください。 

 

(6) 復習や事前学習を行うことは指導を受ける側の責務であることを認識させる 

    指導は指導者から一方的に教えてもらうという受け身の姿勢ではなく、指導を受けた

内容の復習や反復訓練を行うことに加え、計画に基づき、事前学習や準備を行うことは、

指導を受ける側の責務であることを指導してください。 

第２章 指導全般 

 

４  



(7) 適切に褒めること、叱ることを意識する 

   良い成果や結果だけを褒めるのではなく、たとえ成果や結果が伴わなくても、積極的に

取り組んだことや前向きに挑戦したことについては、そのプロセスや姿勢を評価すること

も大切です。また、叱る際には以下のポイントを踏まえて、将来的な成長に繋がるよう指導

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指導体制 

  新人育成の指導・育成に携わる職員の位置づけや役割を明確にすることで、指導体制の 

強化を図ることを目的として、以下のとおり定めます。 

   役 職 役 割 

指導管理者 課長補佐 
新人職員の育成にかかる指導状況、履修状況の

進捗管理など、全体の管理・調整を行うこと 

指導責任者 係長 
指導計画の作成、指導担当主任（補助）者の指導

状況の把握・確認、履修確認などを行うこと 

指導担当主任者 主任 
新人職員指導の主担当として、新人職員の育成

（履修項目の指導）を行うこと 

指導担当補助者 主任または係員 
新人職員指導の副担当として、新人職員の育成

（履修項目の指導）を行うこと 

場面やタイミングに注意する 

緊急を要する場面であれば、直ちに注意し、是正を促す必要がありますが、それ以外の場面にお

いては、大勢の前で𠮟責することは、相手の自尊心を傷つけ、反発心を生むことにも繋がり、部下

の成長を促すという目的の達成に繋がらないため、叱る場面やタイミングには注意が必要です。 

内容は１つに絞り、短時間で行う 

感情的になり、過去の失敗等を持ち出して長時間叱ることは、話の意図が相手に伝わらず、 

反省や気付きを与えることに繋がらないため、内容は１つに絞り、短時間で行うことが必要です。 

基準に一貫性を持つ 

指導者の個人的な感情や気分、周囲の雰囲気等に左右されるなど、一貫性のない指導は不信感

や困惑を招くことに繋がるため、基準に一貫性をもって指導にあたることが必要です。 

具体的な対策や改善策に導く 

最終的に部下の成長に繋げるためには、指導者から適切に叱るだけでなく、部下自身に対策や

改善策を考えさせ、適切にアドバイスすることで次回以降の改善や成長に導いてあげてください。 

「叱る」・「怒る」の違い 

叱る ＝ 理性をもって反省や気付きを与えること（⇒ 相手本位） 

怒る ＝ 感情的になり怒りを相手にぶつけること（⇒ 自分本位） 

※  職場における部下指導においては、反省や気付きを与えて、部下の成長を促すことが目的

となるため、「怒る」のではなく、「叱る」ことが大前提になります。 

５  



３ 新人職員育成体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  



 

 

１ 期間 

  大阪府立消防学校の初任教育を修業し、配属後の１年間を基礎研修期間と位置づけ、消防

担当として勤務しながら履修項目表の必須項目を履修するとともに第２章の新人職員育成体

系図に明記しているとおり、基礎研修期間中に２級機関員の資格を取得することとします。 

  前職消防吏員で実務経験が１年以上ある職員については、配属後の６か月間を基礎研修期

間とします。 基礎研修期間が終了すれば、消防担当以外の部署にも勤務が可能となります。 

 

２ 新人職員OJT推進表 

(1)  活用方法 

     新人職員 OJT 推進表（様式－３）（以下、推進表）の作成を通して、新人職員とその指

導・育成に携わる先輩・上司が次月の目標等を共に考え、計画を立てることで、計画的な

指導を行うとともに新人職員も計画に基づいて事前学習等を行うことにより、指導効果

を更に高めることを目的とします。 

新人職員及び指導に携わる職員が計画等を確認、更新できるよう各担当の共有フォル

ダー等で履修項目表と同一フォルダーにデータを保管し、管理してください。 

      実施期間については、配属後６か月間とします。 

 

   ア  新人職員 

毎月月末（配属初月は月初）に指導責任者及び指導担当者と翌月（配属初月は当月）

に履修する履修項目の計画を立て、計画に基づき、事前学習等の準備を行ってください。 

月末になれば、新人職員が記入する欄・項目を入力してください。 

 

イ  指導担当主任（補助）者 

      毎月月末（配属初月は月初）に指導責任者及び新人職員と翌月（配属初月は当月）に

履修する履修項目の計画を立て、計画に基づき、必要な準備を行ってください。 

月末になれば、指導担当主任者記入欄を入力してください。 

 

   ウ  指導責任者 

      毎月月末（配属初月は月初）に指導担当者及び新人職員と調整の上、翌月（配属初月

は当月）に履修する履修項目の計画を立て、項目、履修目標、指導機会・指導内容の欄を

入力してください。月末になれば、指導責任者が記入する欄・項目を入力してください。 

配属後６か月目の月末になれば、指導状況の参考として、新人職員の異動先の指導責

任者（係長）に履修項目表と合わせて個人メールにデータを添付し送付してください。 

その際、個別に申し送る事項等があれば、メール本文に内容を入力し伝達してください。 

第３章 基礎研修期間（新人職員 OJT推進表・履修項目表） 
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エ  指導管理者 

       配属後速やかに新人職員を含めて小隊でミーティングを実施し、半年後の達成目標 

（マインド面、知識・技術）を設定し、入力してください。 

      毎月月末（配属初月は月初）に指導責任者が入力した翌月（配属初月は当月）に履修す 

る項目、履修目標、指導機会・指導内容の確認を行い、必要に応じて助言・指示等を行っ

てください。 

      月末になれば、新人職員及び各指導関係職員が入力した内容等を確認するとともに 

指導管理者記入欄を入力してください。 

 

(2)  提出方法 

     配属初月については、履修項目の計画を立て、計画作成後、10 日までに指導管理者が

ワークフロー（申請方法・経路は推進表のデータシートに記載）により、署長及び人材マネ

ジメント課に提出してください。その後は、月末になれば、月末に記入する欄・項目及び翌

月に履修する項目の計画等を入力した上で、上記と同様の方法で提出してください。 

人事異動等の関係上、６か月目については、月末までに提出してください。 

 

３ 履修項目表 

履修項目表に明記している項目については、以下とおり分類します。 

分 類 実施期間 説 明 

必須項目 基礎研修期間 

基礎研修期間中に履修すべき項目 

※  履修できなかった必須項目があれば、次の配属先でも継続的に実施

（消防担当以外の部署でもできる範囲で実施）してください。 

追加項目 定めない 

基礎研修期間終了後も引き続き消防担当として勤務する職員や必須項目

の履修が早期に修了した職員が履修する項目 

※  ２年目以降、消防担当以外の部署に異動した職員が将来、消防担当で

再度勤務する際に習得すべき指標等としても活用してください。 

 (1) 活用方法 

     履修項目表に網掛け（黄色）で記載されている項目については、配属初月に優先して履

修すべき項目です。配属後６か月間は推進表に基づき、履修計画を立て、計画的に履修を

進め、人材育成に活用してください。７か月目以降は、推進表の作成・報告はありませんが、

計画的に履修を進めるように努めてください。 

新人職員及び指導に携わる職員が履修状況等の確認、更新ができるよう各担当の共有

フォルダー等で推進表と同一フォルダーにデータを保管し、管理してください。 

   ※  履修項目表の根拠法令、参考教材、資料等の欄に記載しているマニュアル等の資料に

ついては、グループウェアの文書管理（総務部－人材マネジメント課－人材育成－新人

職員育成マニュアル）に保管していますので、必要に応じて活用してください。 
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ア  新人職員 

 (ｱ)  当月に履修予定の項目の事前学習等を実施し、履修を進めるとともに自身の履修

状況を適宜把握し、計画的に履修を進めてください。指導を受けた項目は、指導担当

主任（補助）者と共に指導責任者に履修確認の申し出を行い、履修確認をクリアすれ

ば、指導責任者に履修日及び指導責任者の欄に氏名を入力してもらってください。 

    (ｲ)  災害出動歴記載欄には、災害出動した全ての事案を記載してください。 

(ｳ)  基礎研修期間終了後も、自身の履修状況の把握や将来的に指導担当者になった際 

に活用するため、履修項目表のデータは各自大切に保管・管理してください。 

 

  イ  指導担当主任（補助）者 

(ｱ)  基礎研修期間履修項目指導・履修確認基準（様式－２）（以下、履修確認基準）に基

づき、当月に指導予定の項目の事前確認等、必要な準備を行った上で指導してくだ

さい。 

   (ｲ)  指導した項目は、新人職員と共に指導責任者に履修確認の申し出を行い、履修確

認をクリアすれば、指導担当主任者又は指導担当補助者の欄に氏名を入力し、指導責

任者に履修日及び指導責任者の欄に氏名を入力してもらってください。 

  

 ウ  指導責任者 

  (ｱ)  新人職員及び指導担当主任（補助）者から履修確認の申し出があれば、履修確認を

行い、履修基準に達していれば、履修日及び指導責任者の欄に氏名を入力してくだ

さい。履修基準の到達可否については、履修確認基準に基づいて、指導責任者の判

断としますが、履修基準に到達していないと判断した場合は「どこが足りなかったの

か、どうすれば履修基準に到達できるのか」等のアドバイスを行い、改善点を明確に

伝えてください。 

(ｲ)  配属後６か月目の月末になれば、新人職員の異動先の指導責任者に推進表と合わ

せて個人メールにデータを添付し送付してください。基礎研修期間が６か月で終了と

なる職員についても、履修状況の把握のため、参考として新人職員の異動先の係長

に送付してください。その際、個別に申し送る事項等があれば、メール本文に内容を

入力し伝達してください。 

 

(2) 提出方法 

人事異動等の関係上、基礎研修期間最終月の月末までに、指導管理者がワークフロー

（申請方法・経路は履修項目表のデータシートに記載）により、署長及び人材マネジメント課

に提出してください。すべての必須項目を履修しきれていない場合についても、同様に提

出するものとし、必須項目をすべて履修した際に再度提出してください。追加項目につい

ては、履修完了時の提出は不要ですが、上記表の説明欄の記載を参考に活用してください。 
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(3) 履修イメージ 

     新人職員によって、理解度や履修するペースも異なるため、一概に当てはめることはで

きませんが、計画的に履修を進めるイメージ作りのサポートを目的として、以下のとおり

履修イメージを例示します。 

     下図の赤枠内に記載しているとおり、履修を進めるだけでなく、基礎研修期間中に新人

職員の理解度を補完するための振り返りや復習の期間・機会を設けてください。 
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  基礎研修期間中の職員については、派遣対象に含まれる研修や非番・週休等を利用して参

加する自主参加型研修等を除き、基本的には派遣より消防担当業務の習熟や履修項目の履修

のため実務につくことを優先するものとします。 

基礎研修期間が終了すれば、人選による派遣や公募型研修への応募が可能となります。 

 

１ 職場内研修（OJT） 

  「OJT」とは、（On the Job Training＝職場内研修）の略で、「職場において、日々の仕事

を通して、上司（先輩）が部下（後輩）を直接指導し育成する研修方法」を意味し、人材育成の中

でも非常に大きなウエイトを占めるものです。 

 

(1) 趣旨 

    日常の業務等を通して行うものですので、特に時間や場所を設けて実施するものでは

ありません。日常の業務等、あらゆる機会を通して、部下職員の人材育成に繋げるという

視点を持って、指導を行うことが大切です。 

  

 (2) 主な効果 

   ア  日常業務のすべてが対象となるため、機会が多く効果が大きい 

イ  職員の資質や能力に応じて、きめ細やかな指導ができる 

ウ  継続的に指導することで指導を受ける側、行う側の双方が成長を実感しやすい 

エ  指導者のスキルアップにも繋がるとともに指導効果がチーム力の向上に直結する 

 

 (3) 実施方法 

    基本的には以下の①～④のステップで進めてください 

    ①やってみせる ②説明する ③実際にやらせてみる ④評価・指導する 

   ※  個々の職員に応じて、適切な業務や課題を与え、その成果や結果に対して適切な 

評価（フィードバック）や指導を行うことが重要です。また、基本的な知識・技術の習熟度

に応じて、ティーチングとコーチングの使い分けを意識した指導を心掛けてください。 

  ティーチング コーチング 

定義 
知らない知識・スキルを教えること 

（答えを「教える」） 

対話を通して気づきを与え自発的な行動を促すこと 

（答えを「引き出す」） 

目的 基礎的な知識・スキルの習得 課題意識の醸成や問題解決力の向上 

効果 
スピーディーに実行可能で、比較的

早期に結果や効果に表れやすい 

課題と向き合い、乗り越えるまでのプロセスを 

学ぶことができ、成功体験に伴う自信を得られる 

対象 （低）                基礎的な知識・スキルの習熟度                  （高） 

第４章 研修 
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２ 基礎研修期間中に受講する研修 

(1) 各署日勤研修（警備課・予防課） 

  ア  目的 

     基礎研修期間中に日勤業務の経験を通して、消防業務の理解促進や職務能力の向上、

キャリアの醸成等を図ること 

  イ  場所・期間 

  各消防署（警備課・予防課、合わせて２日間）  ※ 各所属で計画 

    ウ  時期 

     研修効果を考慮して、原則後半の６か月（基礎研修期間が６か月の職員は、配属後の 

６か月）の間で、各所属内で実施日等を調整し実施してください。 

     署状に応じて、当務の日勤時間帯や日勤日に実施することや同日に複数の職員を受

け入れて研修を実施することも可能とします。また、業務や研修内容等により、警備課と

予防課の担当時間帯を１日の中で区切って実施することも可能とします。 

エ  内容 

   (ｱ) 警備課 

       警備課（日勤）の業務について、各種要望書の対応方法、機械器具の管理方法、 

備品・庁舎・予算の管理方法、署内の業務調整 等 

   (ｲ) 予防課 

       建物が完成するまでに携わる業務（事前打合せ～検査済証交付）について、 

立入検査や届出などの予防業務に関する根拠法令等について、立入検査の同行、 

自動火災報知設備等の災害現場での確認方法 等 

    ※  上記(ｱ)、(ｲ)に関する説明や同行・同席を基本内容としますが、業務機会に応じて 

実務を経験させるとともに実施時期の業務等に応じ、適宜内容を追加してください。 

 

(2) 救助技術研修 

  ア  目的 

     消防担当における警防活動に必要な救助基本技術と知識を修得し、救助活動に対す 

る理解と救助担当との連携強化を図ることで、災害対応能力の向上に資すること 

  イ  場所・期間 

各消防署及び署庭並びに訓練施設（１日）  ※ 警防課で計画 

   ウ  時期 

実務経験６か月以上の職員が対象となるため、後半の６か月の間に受講するものとし 

ますが、前職消防吏員で実務経験１年以上の職員については、配属後の６か月の間に受

講するものとします。 

エ  内容 

     ロープ取扱い要領、確保要領、搬送要領、高所及び低所への進入訓練 等 
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(3) 同期研修（宿泊型）   ※ 参考 ： 基礎研修期間外 

  ア  目的  

キャリアデザインの育成を図るとともに宿泊型研修を実施することで、他市消防本部 

との差別化、職員のモチベーション向上及び帰属意識の醸成を図ること 

  イ  場所・期間 

各種研修施設、宿泊施設等（２日間【宿泊型】）  ※ 人材マネジメント課で計画 

ウ  時期 

   配属後２年経過後に受講するものとします。前職消防吏員で消防学校に入校しない職

員については、配属後２年６か月経過後（採用が同時期の職員と同じ機会に）に受講する

ものとします。 

エ  内容 

     キャリアデザイン研修（グループワーク等）、チームビルディング研修（野外活動等）、 

裁判傍聴 等   ※ 内容については、今後変更となる可能性があります 
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